
愛媛のチーム医療

～愛媛糖尿病チーム医療研修会30年の歩み～

愛媛糖尿病チーム医療研修会 代表世話人

松山赤十字病院糖尿病・内分泌内科

近藤しおり

2025年11月01日
愛媛県県民文化会館 第8会議室

男女共同参画 ダイバーシティ推進企画 ワークショップ

医療法人グランドタワーメディカルコート  藤川 るみ 先生
香川大学医学部 内分泌代謝・先端医療・臨床検査医学 井町 仁美 先生

日本糖尿病学会中国四国地方会第63回総会

多様な力を活かす糖尿病診療：チーム医療と研究活動の推進

座長



本演目に関連し、
開示すべきCOI関係にある企業などはありません。  

日本糖尿病学会
ＣＯＩ開示

演者名：近藤しおり



スライドをご提供下さった

済生会松山病院名誉院長 宮岡 弘明 先生

ありがとうございます



1970年  愛媛糖尿病同好会
1994年4月  研修会準備会
1994年11月29日 松山糖尿病チーム医療研修会 設立準備会
1995年1月17日 松山糖尿病チーム医療研修会 第一回世話人会
1995年2月11日 松山糖尿病チーム医療研修会 設立記念講演会
1998年9月19日 第11回愛媛糖尿病チーム医療研修会
2000年 愛媛糖尿病療養指導士認定委員会
2001年３月 日本糖尿病療養指導士第１回認定試験
2002年４月 愛媛糖尿病療養指導士第１回認定試験
2005年2月27日 第30回愛媛糖尿病チーム医療研修会

10周年記念オープンセミナー
2015年3月21日 第50回愛媛糖尿病チーム医療研修会

20周年記念オープンセミナー
2022年9月10日 第63回愛媛糖尿病チーム医療研修会
2025年2月22日 第68回愛媛糖尿病チーム医療研修会

30周年記念オープンセミナー
20２5年9月27日          第69回愛媛糖尿病チーム医療研修会

愛媛県における糖尿病チーム医療の歴史



愛媛糖尿病同好会

松山赤十字病院名誉院長
故 桑島惠一 先生

糖尿病に興味をもつ医師らが
1970年に開始

・
・
・
・

年2-3回開催
・
・

2022年7月1日第１５３回で 一旦終了





日本糖尿病協会が糖尿病療養指導士認定制度を
検討しているので、各県の病院栄養士は
糖尿病協会に入会して研修会をもつように指示あり。

1993年 全国病院栄養士協議会から

愛媛県立中央病院
藤井靖久 先生

うーん
わかった。

愛媛大学医学部附属病院
栄養課長
愛媛栄養士会会長
一色保子先生

糖尿病の研修会を
開いてください



1994年4月

バイエル三共
永井恭輔 氏

愛媛県立中央病院
藤井靖久 先生

愛媛県は糖尿病の
チーム医療が
遅れているので
チームとしての勉強会を
行いましょう。

うーん
わかった。



1995年1月17日 
松山糖尿病チーム医療研修会第一回世話人会

代表世話人  愛媛県立中央病院  藤井靖久（医師）
世話人  愛媛県立中央病院   清水一紀（医師）

 来嶋清子（看護婦）
 古本峰子（栄養士）

 松山赤十字病院   高上悦志（医師）
  林良美（看護婦）
  梶原敬子（栄養士）

 松山市民病院   吉野内猛夫（医師）
  川本かよ子（看護婦）
  城戸三枝子（栄養士）

 済生会松山病院   宮岡弘明（医師）
  稲田紘子（看護婦）

 愛媛大学附属病院   貴田嘉一（医師）
 一色保子（栄養士）

 松山市医師会  久野梧郎（医師）



チーム医療研修会代表世話人・共催会社

第1回 1995年 藤井靖久先生 バイエル・三共
第13回 1999年 藤井靖久先生（８年） バイエルメディカル
第24回 2003年 清水一紀先生（３年） バイエルメディカル
第33回 2006年 宮岡弘明先生 バイエルメディカル
第35回 2007年 宮岡弘明先生 バイエル薬品
第50回 2015年 宮岡弘明先生 武田薬品
第61回 2021年 宮岡弘明先生（16年） 大日本住友製薬
第63回 2022年 近藤しおり （３年） 住友ファーマ

1995年～2004年 ：年3回開催
2005年～ ：年2回開催



松山糖尿病チーム医療研修会会則

平成8年4月1日

第2条（ゴール） 『患者の幸せ』

1.糖尿病チーム医療（患者会含む）により

合併症の進行を遅らせ、患者個人個人の

人生で色々なことを可能にする

2.糖尿病チーム医療により、患者個人個人の

医療知識レベルアップと、

適切な動機付けを行う



松山糖尿病チーム医療研修会会則
平成8年4月1日

第3条（目的）
1.患者を中心にした医療チームの研修会により、
患者教育と合併症の進行阻止。

2.医療チームの研修会により、医師，看護婦，
栄養士，保健婦，薬剤師，検査技師，
その他医療スタッフは、お互いの仕事の共通理解と、
患者の共通理解を重要なポイントとする。

3.長期的には、県民への糖尿病啓蒙活動
（予防と早期発見、早期治療）を行う。

4.日本糖尿病学会、日本糖尿病協会が検討している、
コメディカルスタッフの糖尿病療養指導士（仮称）の
認定に結び付ける。



愛媛糖尿病療養指導士 ECDE認定制度委員会

清水一紀先生、中村慶子先生を中心に

2000年に認定委員会が発足し、

2002年6月、第1回ECDE 89名を認定



松山糖尿病チーム医療研修会会則
平成8年4月1日

第４条 （会 員）

1.糖尿病チーム医療に関心を持つ松山市及び

県内の医療機関で、医師，コメディカルスタッフの

チーム参加を原則とする。

２．新年度の1回目を総会とする。



松山糖尿病チーム医療研修会会則

平成8年4月1日

第５条 （会 費）

1.参加費で運営する。

2.外部講師招聘によるオープンセミナーの際は

別途参加費を徴収する。

3.学会等の最新情報の報告を行う。



松山糖尿病チーム医療研修会会則
平成8年4月1日

第12条 （研修会の基本方針）

1.糖尿病学の基本知識の習得

2.松岡健平先生の『糖尿病教室－開設から運営まで－』を

柱に現実問題と平行して討議する。

3.学会等の最新情報の報告を行う。



松山糖尿病チーム医療研修会設立記念講演会

平成７年2月１１日（土） 愛媛県医師会館



旧愛媛県医師会館



６７施設 290名参加

松山糖尿病チーム医療研修会設立記念講演会

平成７年2月１１日（土） 愛媛県医師会館



各医療施設チーム医療の現状

松山糖尿病チーム医療研修会設立記念講演会

平成７年2月１１日（土） 愛媛県医師会館



東京都済生会中央病院副院長
松岡建平 先生

松山糖尿病チーム医療研修会設立記念講演会

平成７年2月１１日（土） 愛媛県医師会館



51施設 281名
の参加

平成７年6月3日



松岡建平先生 著
糖尿病教室ー開設から運営までー

をテキストとして使用



会場は熱気に包まれ参加者のパワーに圧倒された

平成７年6月3日
第1回松山糖尿病チーム医療研修会



チーム医療研修会創設当時は
「チーム医療」という
考え方は画期的でした





糖尿病療養指導におけるチーム医療

それぞれの職種がそれぞれの専門性をもって指導

検査技師

看護師

薬剤師

栄養士

医師

理学療法士

糖尿病を
もつ方



1998年3月3日
愛媛県民文化会館



朝日生命糖尿病研究所
杉田和枝先生

松山赤十字病院
仙波昌三先生

愛媛大学
一色保子先生

1998年3月3日 愛媛県民文化会館

愛媛大学
中村慶子先生

済生会松山病院
宮岡弘明先生



117施設、563名 参加

1998年3月3日 第3回松山糖尿病チーム医療研修会



特別講演
｢糖尿病の新しい治療薬とチーム医療｣

池田 義雄 先生

1998年3月3日 第3回松山糖尿病チーム医療研修会



松山市医師会長

（医師会に認知してもらうことが必要）

1998年3月3日 愛媛県民文化会館



糖尿病教室ー開設から運営までー

の勉強が中心



４周年記念セミナーでは
自分たちの
｢糖尿病チーム医療を｣
振り返ることができた

学ぶことが研修会の
主体であったが



１３回目の研修会（４年目）では
｢ワークショップ｣を組むことが
できた



東予地区（新居浜市）での開催

東予地区の各施設の発表



南予地区（宇和島市）での開催

南予地区の各施設の発表



｢第二世代糖尿病教室｣
の発表



CDEとしての活動報告



１０周年記念大会

愛媛県の糖尿病に関する
生き字引
藤井靖久 先生

愛媛県の糖尿病チーム医療の
見守り役
松岡建平 先生



記念誌編集担当
中村慶子
横田真紀
飛鳥寛雄

表紙の絵は松岡健平先生の絵が
いいのでは、と永井恭輔氏のアドバイス

１２３ページの大作

法華津峠

記念誌編集担当

中村慶子（愛媛大学医学部看護学科）
横田真紀
飛鳥寛雄（バイエルメディカル株式会社）



2012.3.10
第44回セミナー
17周年記念オープンセミナー

テーマ：災害



愛媛看護協会看護研修センター 第４７回セミナー 2013/10/19

フットケア



チーム医療研修会開催にあたっては前後に世話人が集まって

・前回の反省

・次回の内容の確認

・次々回のテーマや講師選定

等について相談しています

世話人施設
愛媛県立中央病院・松山赤十字病院・松山市民病院
愛媛大学医学部附属病院・済生会松山病院

フットケア 総合討論

十全総合病院
済生会松山病院
松山市民病院
西予市立野村病院

愛媛看護協会看護研修センター 第４７回セミナー 2013/10/19



2０周年記念大会



チーム医療研修会代表世話人・共催会社

第1回 1995年 藤井靖久先生 バイエル・三共
第13回 1999年 藤井靖久先生 バイエルメディカル
第24回 2003年 清水一紀先生 バイエルメディカル
第33回 2006年 宮岡弘明先生 バイエルメディカル
第35回 2007年 宮岡弘明先生 バイエル薬品
第50回 2015年 宮岡弘明先生 武田薬品
第61回 2021年 宮岡弘明先生 大日本住友製薬
第63回 2022年 近藤しおり 住友ファーマ

1995年～2004年 ：年3回開催
2005年～ ：年2回開催



愛媛大学グリーンホール 第55回セミナー 2017/9/9



第55回セミナー 2017/9/9 栄養指導

松山赤十字病院
河野真美さん

愛媛県立中央病院
山本真吾さん



愛媛大学グリーホールでの開催時には外で受付





チーム医療研修会世話人会 2013.9.4 松山市民病院

なごやかな世話人会





第61回 愛媛糖尿病チーム
医療研修会Webセミナー
2021/10/30



取り上げるテーマについての希望調査 2021 年11月3日 
【調査の背景】
200人前 後あった参加人数が減少傾向にあります。 世話人会で対策を
検討した結果、今一度「皆さんが興味を持っている領域は何か？」 を
調査することでより有意義な会にする事ができるのではないか

当会の会則 第2条（ゴール）『患者の幸せ』 療養指導士の育成 2０
年経過した現在でも、『患者の幸せ』をゴールに掲げ、この会則に
則って私たちは活動し ています。新人もいればベテランもいるので、
テー マは基礎から応用まで多岐にわたると思います。 お忙しい日常
業務の中で回答戴くには、チェックで回答できるよう、あらかじめ選
択肢を準 備するのは如何でしょうか。「糖尿病療養指導ガイドブッ
ク」の目次を参考にしてみました。 



大日本住友製薬 田中敬也氏













CDE希望者が減った？？ CDE仲間づくりを

✓急性期入院疾患に特化、慢性疾患外来の縮小.

✓治療薬の進歩で血糖マネジメント目的入院数が減少した.
 糖尿病患者さんに接する場面が限定的になった.

✓人手不足

✓チーム医療が浸透し、他にも「療養指導士」が増えた.
腎臓病療養指導士、心不全療養指導士etc.

糖尿病療養指導士を目指す人が減った？？



CDE仲間づくり
愛媛糖尿病チーム医療研修会の現在

➢大学、基幹病院のスタッフが世話人となり、チーム医療の

黎明期、各施設での糖尿病教室の設置運営を当座の目標とし、

CDEの母体と位置付けた研修会として発足.

➢現在は、糖尿病専門クリニックや保健師も世話人に加わり、

CDE(J/L)の活躍の場として、基礎から応用、その時々の

社会要請に応じたテーマを協議：

フットケア、腎症重症化予防、特定検診、高齢者、医療と介護

福祉の連携、災害時の行政との連携etc.



CDE仲間づくり
愛媛糖尿病チーム医療研修会の今後

➢「患者さんの幸せ」がゴールという30年前からの

基本理念は変わらない.

➢超高齢化、糖尿病治療薬の進歩、社会、医療経済の

 変化etc.を踏まえ、現場に即した進化・深化を。



JP20DI00178

糖尿病治療の目標

日本糖尿病学会 編・著：糖尿病治療ガイド2024 文光堂：21, 2024

高齢化などで増加する
併存症(サルコペニア、

フレイル、認知症、悪性腫瘍など)

の予防・管理

学会・患者団体・行政

advocacy
血糖、血圧、脂質代謝の良好なコントロール状態と

適正体重の維持、および禁煙の遵守

健康な人と変わらない人生

健康な人と変わらない
寿命の確保

糖尿病の合併症

糖尿病細小血管合併症
(網膜症、腎症、神経障害)

および

動脈硬化性疾患
(虚血性心疾患、脳血管障害、末梢動脈疾患)

の発症、進展の阻止

stigma、社会的
不利益、いわれ
ない差別の除去

糖尿病
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